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Serial Dilutions of Antibody
—— Control Antigen = 100nz —— Antizsn= l0nz
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—— Antiger= Srg

4

120 160 200

Counts

80

B4 2> bo— LR (100 ng); £45: HURE (10 ng); B4 HUR (50 ng); 7=4%: HR (100
ng);

CASP3 Y9 ZX mAb (&) L xH T4 7 3> bA—I (55 &FERAL = Hela @807 0—
Y4 MA N =5,

Web: https://japan.enkilife.com E-mail: order@enkilife.com techsupport@enkilife.com



	
	製品名: CASP3マウスモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMM81446
	概要
	説明
	宿主
	応用
	反応性
	標識
	修飾

	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、システイン-アスパラギン酸プロテアーゼ（カスパーゼ）ファミリーに属するタンパク質をコードしています。カスパーゼの連続的な活性化は、細胞アポトーシスの実行段階において中心的な役割を果たします。カスパーゼは不活性なプロ酵素として存在し、保存されたアスパラギン酸残基においてタンパク質分解を受け、大小2つのサブユニットを生成します。これらのサブユニットは二量体化することで活性酵素を形成します。このタンパク質はカスパーゼ6、7、9を切断・活性化し、それ自体はカスパーゼ8、9、10によって処理されます。これは、アルツハイマー病における神経細胞死に関連するアミロイドβ4A前駆体タンパク質の切断に関与する主要なカスパーゼです。この遺伝子の選択的スプライシングにより、同じタンパク質をコードする2つの転写産物バリアントが生成されます。
	研究分野
	アポトーシス、MAPKシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	CASP3 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

